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ディジタルコンテンツ蓄

積･配信システムの仕組み

このシステムでは,パソコ

ンやキオスク端末などから要

求されたディジタルコンテン

ツを,インターネットや衛星

配信などを利用して提供する｡

音楽配信や映像配信などディジタルコンテンツ(ディジタル形式の情報の内容)の流通市場が欧米で台頭している中で,わが

国でも1999年11月から2000年1月にかけて,これまでにない参加企業数とコンテンツ数で電子書籍の実証実験が行われた｡日

立製作所は,この実証実験でディジタルコンテンツ配信の全体設計 および蓄積管理と販売端末の開発を行い,ディジタルコ

ンテンツ販売に関する技術や今後の動向などについて成果を得ることができた｡

今後は,この成果を基に,映像や苦楽のディジタルコンテンツ配信ビジネスソリューションをタイムリーに提案していく｡

はじめに

音声圧縮技術"MP3〔MPEG-1(MovingPictureExpert

Groupl)AudioLayer3〕''による音楽配信や水性lヌーボ

メディア社をはじめとする電子化した書籍(電了一書籍)の

配信事業など,ディジタルコンテンツ(ディジタル形式の

情報の内容)の配信事業に対する関心が世界的に高まっ

ている｡

このような中で,電十書籍をオンデマンドで配信する

｢ブック オンデマンドシステム実証実験+が政府の-‾､ド成

10年度の補正予算で認可され,出版社やメーカー,書店

など155朴が参加して発足した｢電了一書籍コンソーシアム+

によって1999年11月1日から2000年1月31Rまで実証実験

が実施されたく〕この竜子吉籍コンソーシアムは椚版社が

主体であったことから,約5,000冊相当分の電子書籍を利

用することができた｡ブック オン デマンド実証実験で

は,約500名の電子書籍端末モニター,全凶20店舗への

販売端末設置,約1,000名のインターネットモニターの協

ノJが行られ,さらに,モニターの読書形態に関するアン

ケート調査も実施することができた｡この実験の特徴は,

従来の電子書籍のようにテキストデータによるものでは

なく,紙の本として発行された書籍の内容を高画質の両
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像処理をしながらスキャナで取り込み,紙の本をそのま

ま再現したことにある｡これにより,レイアウト問題の

l口l避と電子化にかかる時間とコストが大幅に削減され,

本の低価格化による販売数の増加が期待できる｡

日_屯製作所は,この実証実験の結果から得られたディ

ジタルコンテンツ配信技術を応用し,MPEG-4(Moving

Picture Expert Group Phase4)に対応した映像情報シ
ノア†丁ホール

ステム"MEDIAHALL”の設計･開発を行った｡

ここでは,ブック オン デマンド実証実験と,その成

果を油川したディジタルコンテンツ配信システムの例,

およびゼジネスへの万古用について述べる｡

出版界を取り巻く環境

グーテンベルクの活版印刷の発明以来,山版形態はさ

まざまな進化を遂げてきた｡現在われわれを取り巻くディ

ジタル技術とネットワーク技術が,この革命以来の大き

な変革の時代を切り開こうとしている｡紙というメディ

アを必要としない電了･書籍は,出版界の抱える,(1)

36%にも上る返品,(2)書店に置ききれない多品種商品,

(3)書店の地域格差などの課題を解決するものと考え

る1)｡

この電子書籍を実現するための技術的な基盤も整備さ

れてきている｡例えば,新しい高精細液晶の技術は,パ

ピルスや羊皮紙,パルプ紙に次ぐ新たな電子の紙として,

通常の印刷物と見まちがえるほどの高品質な表示を実現

した｡一方,衛星通信をはじめとするデータ通イ言の技術

は,新しい書物を直接,全国の読者の手に届ける手段を

提供するところまで進歩した｡それ以外にも,電子書籍

の売買に必要な課金機能や検索機能,マーケテイング機

能などを実現する技術も確立されつつある｡

以上の情報技術の発展を背景に,ディジタルコンテン

ツ配信システムへのニーズが高まってきている｡

ディジタルコンテンツ配信システムの

開発コンセプト

3.1基本プロセス

ブック オン デマンド実証実験(以‾卜,実証実験と言

う｡)では,(1)書籍の電子化とデータベースへの蓄積,

(2)衛星と地上回線を用いた電子書籍の配信,(3)販売

端末や家庭のパソコンを利用した電子書籍の検索,(4)

購入,さらに(5)読書端末での快適な読書という一連の

プロセスの実現を目的とした(図1参照)｡
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実証実験でのディジタルコンテンツ配信方法は,この基本アー

キテクチャを利用して実現している｡

3.2 開発コンセプト

ディジタルコンテンツ配信システムの開発では,特に

セキュリティ(安全性)の確保,および電子書籍販売端末

を含めた柔軟性のある配信の仕組みを追求した｡また,

ⅩML(Extensible Markup Language)を利用した書誌情

報の登録･検索機能を活用し,データベース管理や検索

方法の向上を図った｡

3.2.1配信セキュリティ

ディジタルコンテンツ配信システムでの課題の一つに,

配信セキュリティの課題がある｡これは,電子化したコ

ンテンツの不正コピーを防.L卜し,かつ安全に利用者へ送

表1認証方法の比較

事業内容に応じて認証方法を選択できる｡

認証方法 不正範囲
ユーザー

の利便性

暗号

強度

端末シリアル番号 端末内 △ ◎

業者指定ユーザー】D ユーザーIDの漏えい範囲
○ ○

(カード管理:登録制) (盗まれた範囲)

独自ユーザーID:匿名性
ユーザーIDの漏えい範囲

(共同利用の範囲)
(⊃ (⊃

証書ベース(公開かぎ)
証書の漏えい範囲

(盗まれた範囲)
○ ○

チケット方式(コンテ チケットが配布された
(⊃ ○

ンツパスワード方式) 範囲

時間制限(試行版的) 配布範囲＋時間 △ ○

注1:略語説明ID(1denti紬r)

注2:記号説明 ◎(優),○(良),△(可)
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信することである｡認証〟法別に,小‾1f二範囲,ユーザー

の利便性,暗号の強度について比較したものを表1に

示す｡

ブック オン デマンド システムの基本設計では,これ

らの認証方式を検討することにより,ユーザーの利便性

とセキュリティとの関係を事業者が考慮し,その事業に

合った認証方式をフレキシブルに適用できるようにした｡

以上のことを踏まえて,実証実験では次のような配信

モデルの開発を行った｡

(1)ディジタル化センターで電子化された書籍は,蓄積

管理センター,配信路,および販売端末で,だれも読む

ことが不可能な状態(無効化状態)にしておく｡

(2)利肝者が,自分以外の人のために電子書籍をコピー

することを防ぐ｡利用者が電･‾√書籍をコピーしても可読

状態にならないように,個別不正防止機能を用いる｡個

別不正防止機能は,電子書籍の個人化によって実現す

る｡電子書籍の個人化とは,個別かぎによる暗号化のこ

とを指す｡

(3)個別不正防止機能と配信路不正防止機能は,強いセ

キュリティを実現する｡

3.2.2 販売端末への配信

販売端末の機能構成を図2に,実証実験で使川した販

売端末と購入時に電子書籍を保存する媒体``Clik!'',およ

び携帯読書端末を図3にそれぞれ示す｡

販売端末の機能と特徴は以下のとおりである｡

(1)販ノ己端末には,電子書籍を検索できるように全書誌

情報がデータベース化されている｡操作者は衣示部で購

入したい電子書籍を検索し,その電子書籍本体が販売端

配信管理センター

l
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注:(1)～(3)は,本文3.2.2の細別番号を示す｡

図2 販売端末の機能構成

販売端末では,暗号化されて配送されたコンテンツを復号化し,

読書端末ごとに個人化する｡

(a)販売端末
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(b)携帯読書端末

図3 販売端末と携帯読書端末

販売端末から携帯読書端末へは10mega社の"Clik!”を介して読み

込む｡

末のデータベースにキャッシュされていない場合は,配

イ請管稗センターへ取得要求を行い,宇宙衛生経由でダウ

ンロードする｡

(2)配イi一言管押センターから受け取った電子書籍は,個別

榎号化管理機能により,広域配信暗号を復号化する｡販

ノ占端末の復号化機能は蓄積管理センターの電子書籍デー

タ配信機能と対になっており,蓄積管理センターで暗号

化された電‾√書籍データは,販売端末の中に組み込まれ

た復号化機能だけによって復号化することができる｡ま

た,復号化した後,ユーザーのIDをかぎとして,ユーザ

ーが保持する携借端末でだけ再生が即座に可能なよう

に,竜子書籍データに個人化暗号をかけることができる｡

(3)販売端末へのキャッシュヒット率を向_Lさせるため

に,購人さ讃1た電子書籍のレシートとコピー数は配信管

理センターへ送信される｡また,販売端末を稼動させる

場合は,店員の認証番号の人力またはICカードの挿人が

必須条件となるし〕

ブックオンデマンド実証実験

4.1 実験概要

実証実験では,シャープ株式会社と日立製作所,およ

び日本電信電話株式会社がそれぞれ,ディジタル化セン

ターと読書端末,苗積管理センターと販売端+も 配信管

理センターのサポートと運営を行った｡敗売端末は,コ

ンソーシアム会員の書店やコンビニエンスストア,人学

の生活協同組合など,都内で14か所,人阪市に2か所,

地方都市では4か所に設置した｡新聞や雑誌など各種の

メディアを通した一一般公募により,約500台の読書端末

を配巾Jし,約5.000点のコンテンツを電了一化した｡
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4.2 実験結果

(1)電子書籍の売上数

実証実験での電子書籍の給売_L数ほ約2,000冊であっ

た｡分野別コンテンツ売上数上位10書籍中,7書籍がコ

ミックであり,イメージデータによる電子化の特徴が表

れた結果となった｡

(2)データフォーマット

実証実験ではイメージフォーマットが採用されたが,

テキストデータと比べるとデータ容量が大きく,オンデ

マンドによる配信時間と通信コストという課題が生じ

た｡また,データフォーマットの耳換性という問題も指

摘された｡

(3)販売端末でのキャッシュ

オンデマンド配信に5分以上かかるという問題があっ

たが,各販売端末でのコンテンツのキャッシング機能が,

オンデマンド配信要求の重複発生を軽減することを可能

にし,配信時間の削減に非常に有効であった()

4.3 課 題

今後,各家庭への電話網などの引込線の光ファイバ

化,ケーブル網やデータ放送の利用など通信基盤の整備

とともに,人容量イメージデータの配信にかかる高コス

トというデメリットは解消されていくと考えられる｡し

かし,イメージデータの再現性とテキストデータの汎用

性,検索性といった双方の特徴を生かしたフォーマット

の標準化が今後の課題である｡

ブックオンデマンドシステムの適用

ブック オン デマンド システムは,配信するディジタ

ルコンテンツのフォーマットに依存しないことから,電

/一書籍コンテンツ以外にも,音楽配信やソフトウェア配

コンテンツ

ホルダ

出版社

小説･雑誌･

コミック･百科事典

放送局･映画会社

映画･ドキュメンタリー･
CM･バラエティー

音楽プロダクション

CD

ライブ映像

芸能プロダクション

公演

ライブ映像
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信などに適用できる｡

B to C(Business to Consumer)とB to B to C

(Business to Business to Consumer)の分野では,出版

業界,映像配信業界,音楽配信業界,および放送業界で

の適用例について,B to B(Business to Business)分野

では,医療業界,警察一司法界での適用例についてそれ

ぞれ以下に述べる(図4参照)｡

5.1出版業界

出版業界では,多数の会社がディジタルコンテンツ配

信事業の検討を進めたり,実施に踏み切っている｡しか

し,データフォーマットそのものについては統一されて

いない｡今回の実証実験で利用したデータフォーマット

では,既存の出版物をスキャンすることを前提にしてお

り,ディジタル化のコストが,再度作りなおしの場合よ

りも削減できる｡また,コミックや写真雑誌のように,

テキストデータでは表現できない出版物のディジタル化

も可能となる｡今回の実証実験でディジタル化した電子

書籍を利用して事業化できれば,事業開始時から約5,000

冊の電子書籍がそろうことになる｡

5.2 映像配信業界

1999年8月に標準化されたMPEG-4は高い圧縮率を誇

る映像フォーマットであり,現在,インターネットや移

動体通信を中心に普及が進んでいる｡日立製作所の映像

情報システム``MEDIAHALL”(図5参照)は,このMPEG-

4に対応した製品であり,映像の配信にとどまらず,編

集･蓄積･検索･利用までを一貫して扱うことが可能な

トータルなシステムである｡教育や販促,監視,放送な

どの分野で活用が見込まれており(図6参照),今後のイ

ンターネットの普及やビットレートの向上に伴い,

"MEDIAHALL”を利用した映像システムへの需要が
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図4 ディジタルコンテンツ

配信システムの構成

各業界共通のシステムでディ

ジタルコンテンツ配信ビジネス

が実現できる｡
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図5 映像配信システム"MEDIAHALL”の構成

MPEG-4映像の編集･蓄積･模索･配信をトータルにサポート

するシステムである｡

ビデオオンデマンドサーバ

映像

登饅

貞義畠
映像編集

固
W＼VWサーバ

テキスト

クライアントパソコン

管理サーバ

生徒情報

(a)講習用システム (b)従業員用システム

注:----(テキスト),皿(映像)

図6 MEDIAHALLを利用した教育システム

単に映像を流すだけではなく,テキストと静止画を組み合わせ

てマルチメディア教育を可能としたシステムの例である｡受講者

は都合の良い時間や進度に合わせて受講できる｡

いっそう高まることが予想される｡

MEDIAHALLの特徴として,各コンポーネント間の

親和性とシステムの拡張性,データベースとの連携など

があげられる｡これらは,先に述べたⅩMLの利用による

ところが大きい｡特に,データベース連携機能は,膨大

なディジタルコンテンツの管理に頭を悩ませる放送局な

どコンテンツホルダーの注目を集めている(図7参照)｡

5.3 音楽配信業界

MP3の普及に伴い,インターネットや携帯電話などの

モバイル端末を利用した音楽データの配信事業が本格的

映像コンテンノ･

素材など

壬∈

マスタ用
編集機など

映像インデキシンク

q

MPEG-4

ファイル

データベース

検索情報
→

ビデオオンデマンドサーバ

国

LAN 句;

格索･閲覧用クライアント

図7 MEDIAHALLを利用した映像アーカイブシステムの構成

映像インデキシング(横索)で映像の特徴を検索情報として自動

生成する｡利用者は,データベースに登録された検索情報を基に

映像模索を行うことができる｡

に始まってきた｡その反面,音楽配信業界では,音楽コ

ンテンツを容易に違法コピーされたり,個人でMP3化し

たデータが著作者に無断で配信されるといった問題があ

り,不正コピー防止技術や著作権管理技術を早急に確立

する必要がある｡

今回開発したブック オンデマンドシステムでは,事

業者が望むセキュリティレベルをフレキシブルに提供す

ることが可能であり,仮に不正コピーが行われた場合に

も,だれがコピーしたかを検知することができる｡

5.4 放送業界

通信･放送機構(TAO)から研究を委託された｢手話コ

ミュニケーション放送システム+(図8参照)は,従来の放

送のように映像･音声の送信だけではなく,ほかのさま

ざまな情報を多重化して送信することを可能とした,次

世代ディジタル放送の特徴を利用したものである｡受信

側は,映像や音声に加え,付加された情報を手話アニメ

ーションテロップなどに変換し,映像と同期させてリア

ルタイムに合成表示を行う｡

現在,このような次世代ディジタル放送の研究開発は

各方面で行われている｡このシステムのように福祉への

貢献を意識したものから,ショッピングなど日常の利便

を求めたものまで,その形態はさまざまである｡

5.5 医療業界

専門化が進んでいる医学の分野では,効果的な医療を

行うために医師間の情報共有がイく■叶欠になってきてお

り,カルテの電子化や病歴の参照,DNA(デオキシリボ

核酸)鑑定でのDNA照会などの情報を共有化し,業務を

45



476 日立評論 Vol.82 No.7(2000-7)

地上ディジタル放送 受信側
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図8 手話コミュニケーション放送システムの構成

視聴者は,手話アニメーションのオンオフを任意に切り替える

こともできる｡

効率化することが求められている｡

マルチメディアコンテンツを管理できるブック オン

デマンドシステムは,さまざまな画像の検索を可能にし

ている｡例えば,ウイルス情報などを画像付きでディジ

タルコンテンツとして登録しておけば,患者が感染して

いるウイルスを調べる場合に,テキストデータでは検索

が困難であっても,画像の特徴を基に検索する画像検索

を用いれば比較的容易にウイルス検索が可能となり,治

療の効率化が図れる｡

その他の利用形態としては,カルテ情報をディジタル

コンテンツとして病院内のサーバへ蓄積しておき,往診

時に医師が携帯端末を持参することにより,患者に関す

る治療情報を閲覧し,効果的な治療を行うことが可能と

なる｡

5.6 警察･司法界

身近で多発する犯罪の事前防止策として,警察では,

過去の事件や事故の発生状況などを電子化して登録し,

そのパターンを分析する研究を進めている｡また,犯人

のデータや道路情報,パトカーの配置情報などさまざま

なデータを総合的に管理し,犯罪の現場でそれらのデー

タを検索,照会することができれば,今後の犯罪検挙率

は高くなるものと考える｡

これらの情報と過去の判例などとを連動することによ

り,告訴や裁判時の処理を効率化することも可能である｡
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おわりに

ここでは,ブック オン デマンド実証実験でのディジ

タルコンテンツ蓄積･配信モデルと,この結果から得ら

れた電子書籍の配信事業に対する今後の展開について述

べた｡

今後,ディジタルコンテンツ配信事業は,インターネッ

トの普及やビットレートの上昇,ディジタルテレビ放送

開始などにより,いっそう発展していくことが予想され

る｡また,ノートパソコンや携帯電話の普及により,モ

バイル機器向けの新たなディジタルコンテンツ配信ビジ

ネスが生まれつつある｡今後は,これに伴い,電子書籍

の配信事業やMPEG-4を利用した映像配信サービス,

MP3などの音楽配信サービスなどディジタルコンテンツ

の新たな管理と配信事業を広く提案していく考えである｡
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